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平成２８年第４回定例会

三 沢 市 議 会 会 議 録

第４号（平成２８年１２月１５日）

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

◎議事日程

（予算審査特別委員会審査報告）

第１ 議案第72号 専決処分の承認を求め

ることについて

（平成２８年度三沢市一般会計

補正予算（第３号））

第２ 議案第73号 平成２８年度三沢市一

般会計補正予算（第４号）

第３ 議案第74号 平成２８年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第２号）

第４ 議案第75号 平成２８年度三沢市食

肉処理センター特別会計補正予

算（第１号）

第５ 議案第76号 平成２８年度三沢市農

業集落排水事業特別会計補正予

算（第１号）

第６ 議案第77号 平成２８年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

１号）

第７ 議案第78号 平成２８年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第２

号）

第８ 議案第79号 平成２８年度三沢市後

期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）

第９ 議案第80号 平成２８年度三沢市水

道事業会計補正予算（第１号）

第10 議案第81号 平成２８年度三沢市立

三沢病院事業会計補正予算（第

１号）

─────────────────

日程第１から日程第１０までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第11 議案第82号 三沢市職員定数条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第12 議案第83号 特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例

の制定について

第13 議案第84号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

第14 議案第85号 職員の給与に関する条

例等の一部を改正する条例の制

定について

第15 議案第86号 三沢市税条例等の一部

を改正する条例の制定について

第16 議案第87号 三沢市地方活力向上地

域に係る固定資産税の特別措置

に関する条例の制定について

第17 議案第88号 三沢市農業委員会の委

員等の定数に関する条例の制定

について

第18 議案第89号 財産の取得について

第19 議案第90号 財産の取得について

第20 議案第91号 青森県市町村総合事務

組合規約の変更について

第21 議案第92号 市道の路線の廃止につ

いて

第22 議案第93号 市道の路線の認定につ

いて
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─────────────────

日程第１１から日程第２２までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第23 議案第95号 三沢市教育委員会委員

の任命につき同意を求めること

について

─────────────────

日程第２３の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論

４．採 決

─────────────────

第24 議員提出議案第８号 地方議会議員

の厚生年金への加入を求める意

見書の提出について

─────────────────

日程第２４の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第25 議員提出議案第９号 議会改革特別

委員会の設置について

─────────────────

日程第２５の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第26 特別委員会委員の選任

─────────────────

第27 基地対策特別委員会中間報告

─────────────────

第28 定住化促進対策特別委員会中間報告

─────────────────

第29 総務文教常任委員会所管事務調査報

告

─────────────────

第30 産業建設常任委員会所管事務調査報

告

─────────────────

第31 民生常任委員会所管事務調査報告

─────────────────

第32 議員の派遣

─────────────────

◎本日の会議に付した事件

（予算審査特別委員会審査報告）

第１ 議案第72号 専決処分の承認を求め

ることについて

（平成２８年度三沢市一般会計

補正予算（第３号））

第２ 議案第73号 平成２８年度三沢市一

般会計補正予算（第４号）

第３ 議案第74号 平成２８年度三沢市国

民健康保険特別会計補正予算

（第２号）

第４ 議案第75号 平成２８年度三沢市食

肉処理センター特別会計補正予

算（第１号）

第５ 議案第76号 平成２８年度三沢市農

業集落排水事業特別会計補正予

算（第１号）

第６ 議案第77号 平成２８年度三沢市下

水道事業特別会計補正予算（第

１号）

第７ 議案第78号 平成２８年度三沢市介

護保険特別会計補正予算（第２

号）

第８ 議案第79号 平成２８年度三沢市後

期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）

第９ 議案第80号 平成２８年度三沢市水

道事業会計補正予算（第１号）

第10 議案第81号 平成２８年度三沢市立
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三沢病院事業会計補正予算（第

１号）

─────────────────

日程第１から日程第１０までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（条例等審査特別委員会審査報告）

第11 議案第82号 三沢市職員定数条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

第12 議案第83号 特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例

の制定について

第13 議案第84号 三沢市特別職の職員の

給料等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

第14 議案第85号 職員の給与に関する条

例等の一部を改正する条例の制

定について

第15 議案第86号 三沢市税条例等の一部

を改正する条例の制定について

第16 議案第87号 三沢市地方活力向上地

域に係る固定資産税の特別措置

に関する条例の制定について

第17 議案第88号 三沢市農業委員会の委

員等の定数に関する条例の制定

について

第18 議案第89号 財産の取得について

第19 議案第90号 財産の取得について

第20 議案第91号 青森県市町村総合事務

組合規約の変更について

第21 議案第92号 市道の路線の廃止につ

いて

第22 議案第93号 市道の路線の認定につ

いて

─────────────────

日程第１１から日程第２２までの議事

１．委員長の審査報告

２．委員長報告に対する質疑

３．討 論

４．採 決

─────────────────

（本定例会に追加提出された事件）

第23 議案第95号 三沢市教育委員会委員

の任命につき同意を求めること

について

─────────────────

日程第２３の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質疑・討論

４．採 決

─────────────────

第24 議員提出議案第８号 地方議会議員

の厚生年金への加入を求める意

見書の提出について

─────────────────

日程第２４の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第25 議員提出議案第９号 議会改革特別

委員会の設置について

─────────────────

日程第２５の議事

１．提案理由の説明

２．委員会付託省略

３．質 疑

４．討 論

５．採 決

─────────────────

第26 特別委員会委員の選任

─────────────────

第27 基地対策特別委員会中間報告

─────────────────

第28 定住化促進対策特別委員会中間報告

─────────────────
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第29 総務文教常任委員会所管事務調査報

告

─────────────────

第30 産業建設常任委員会所管事務調査報

告

─────────────────

第31 民生常任委員会所管事務調査報告

─────────────────

第32 議員の派遣

─────────────────

◎出席議員（１８名）

議長 １番 小比類巻 正 規 君

副議長 １０番 太 田 博 之 君

２番 田 嶋 孝 安 君
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８番 加 澤 明 君

９番 西 村 盛 男 君

１１番 堀 光 雄 君
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１６番 山 本 彌 一 君

１７番 堤 喜一郎 君

１８番 森 三 郎 君

─────────────────

◎欠席議員（０名）
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◎説明のため出席した者（２６名）

市 長 種 市 一 正 君

副 市 長 米 田 光一郎 君
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消 防 長 田 頭 覚 君

消 防 署 長 宮 古 秀 雄 君
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午前１０時００分 開議

○議長（小比類巻正規君） おはようござい

ます。

出席議員は、定足数に達しておりますの

で、会議は成立いたします。

これより、本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第 １ 議案第７２号から

日程第１０ 議案第８１号まで

○議長（小比類巻正規君） 日程第１ 議案

第７２号専決処分の承認を求めることについ

て（平成２８年度三沢市一般会計補正予算

（第３号）から日程第１０ 議案第８１号平

成２８年度三沢市立三沢病院事業会計補正予

算（第１号）までの計１０を一括議題といた

します。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結いたします。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第７２号から議案第８１号までの１０

議案は、委員長報告のとおり決することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、議案第７２号専決処分の承認を求

めることについて（平成２８年度三沢市一般

会計補正予算（第３号））、承認。議案第７

３号平成２８年度三沢市一般会計補正予算

（第４号）、可決。議案第７４号平成２８年

度三沢市国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）、可決。議案第７５号平成２８年度三

沢市食肉処理センター特別会計補正予算（第

１号）、可決。議案第７６号平成２８年度三

沢市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）、可決。議案第７７号平成２８年度三

沢市下水道事業特別会計補正予算（第１

号）、可決。議案第７８号平成２８年度三沢

市介護保険特別会計補正予算（第２号）、可

決。議案第７９号平成２８年度三沢市後期高

齢者医療特別会計補正予算（第１号）、可

決。議案第８０号平成２８年度三沢市水道事

業会計補正予算（第１号）、可決。議案第８

１号平成２８年度三沢市立三沢病院事業会計

補正予算（第１号）、可決とそれぞれ決しま

した。

─────────────────

◎日程第１１ 議案第８２号から

日程第２２ 議案第９３号まで

○議長（小比類巻正規君） 日程第１１ 議

案第８２号三沢市職員定数条例の一部を改正

する条例の制定についてから日程第２２ 議

案第９３号市道の路線の認定についてまでの

計１２件を一括議題とします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第８２号から議案第９３号までの１２

議案は、委員長報告のとおり決することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、議案第８２号三沢市職員定数条例

の一部を改正する条例の制定について、可

決。議案第８３号特別職の職員で非常勤のも
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のの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例の制定について、可決。議案第

８４号三沢市特別職の職員の給料等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について、

可決。議案第８５号職員の給与に関する条例

等の一部を改正する条例の制定について、可

決。議案第８６号三沢市税条例等の一部を改

正する条例の制定について、可決。議案第８

７号三沢市地方活力向上地域に係る固定資産

税の特別措置に関する条例の制定について、

可決。議案第８８号三沢市農業委員会の委員

等の定数に関する条例の制定について、可

決。議案第８９号財産の取得について、可

決。議案第９０号財産の取得について、可

決。議案第９１号青森県市町村総合事務組合

規約の変更について、可決。議案第９２号市

道の路線の廃止について、可決。議案第９３

号市道の路線の認定について、可決とそれぞ

れ決しました。

─────────────────

◎日程第２３ 議案第９５号

○議長（小比類巻正規君） 日程第２３ 議

案第９５号三沢市教育委員会委員の任命につ

き同意を求めることについてを議題といたし

ます。

この議案は、昨日、当局より追加議案とし

て提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

○市長（種市一正君） 議案第９５号につい

て御説明申し上げます。

議案第９５号は、三沢市教育委員会委員の

任命につき議会の同意を求めるものでありま

す。

平成２９年１月４日をもって、山田妙子氏

並びに相澤靖恵氏の教育委員会委員としての

任期が満了となることから、引き続き山田妙

子氏並びに相澤靖恵氏を委員として選任する

ため提案するものであります。

提案申し上げました両氏は、議案書に記載

しております略歴にございますように、人

格、識見ともにすぐれた方でありますので、

よろしくお願い申し上げます。

○議長（小比類巻正規君） お諮りします。

この議案は、会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会付託を省略し、本会議審議

にしたいと思います。これに御異議ございま

せんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は、人事案件でもあります

ので、先例により質疑・討論を省略し、直ち

に採決したいと思います。これに御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、質疑・討論を省略し、直ちに採決

します。

提案されました議案第９５号中、山田妙子

氏ついては、これに同意することに御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、議案第９５号中、山田妙子氏につ

いては、これに同意することに決しました。

次に、相澤靖恵氏について採決します。

議案第９５号中、相澤靖恵氏については、

これに同意することに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、議案第９５号中、相澤靖恵氏につ

いては、これに同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第２４ 議員提出議案８号

○議長（小比類巻正規君） 日程第２４ 議

員提出議案第８号地方議会議員の厚生年金へ

の加入を求める意見書の提出についてを議題
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といたします。

提案理由の説明を願います。

堤喜一郎委員長。

○１７番（堤 喜一郎君） 議員提出議案第

８号地方議会議員の厚生年金への加入を求め

る意見書の提出について、その提案理由を御

説明申し上げます。

全国議長会の被用者年金制度加入推進会議

において、地方議会議員においても厚生年金

に加入できるようにするための法整備を早急

に実現するよう関係機関に要望することを決

定したことを受け、当市議会においても、国

会及び関係行政庁に、地方議会議員の厚生年

金への加入を求める意見書を提出するため提

案するものであります。

なお、詳細については、議案書に記載のと

おりでございます。

以上、議員各位の御賛同をよろしくお願い

申し上げます。

○議長（小比類巻正規君） 次に、お手元に

配付しております意見書案を局長に朗読させ

ます。

○議会事務局長（高田弘明君） 朗読いたし

ます。

地方議会議員の厚生年金への加入を

求める意見書（案）

地方創生が、我が国の将来にとって重要

な政治課題となり、その実現に向け大きな

責任を有する地方議会の果たすべき役割

は、ますます重要となっている。

このような状況の中、地方議会議員は、

これまで以上に地方行政の広範かつ専門的

な諸課題について住民の意向をくみとり、

的確に執行機関の監視や政策提言等を行う

ことが求められている。

また、地方議会議員は、議会活動のほか

地域における住民ニーズの把握等様々な議

員活動を行っており、近年においては、都

市部を中心に専業化が進んでいる状況にあ

る。

一方で、統一地方選挙の結果を見ると、

投票率が低下傾向にあるとともに無投票当

選者の割合が高くなるなど、住民の関心の

低さや地方議会議員のなり手不足が深刻な

問題となっている。

よって、国民の幅広い層からの政治参加

や地方議会における人材確保の観点から、

地方議会議員の厚生年金加入のための法整

備を早急に実現するよう強く要望する。

以上、地方自治法第９９条の規定により

意見書を提出する。

平成２８年１２月１５日、青森県三沢市

議会。

○議長（小比類巻正規君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議にしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

次に、質疑を行いますが、通告がありませ

んので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第８号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、議員提出議案第８号地方議会議員

の厚生年金への加入を求める意見書の提出に

ついては、可決と決しました。

─────────────────

◎日程第２５ 議員提出議案９号

○議長（小比類巻正規君） 日程第２５ 議

員提出議案第９号議会改革特別委員会の設置

についてを議題といたします。

提案理由の説明を願います。

小比類巻雅彦議員。

○１３番（小比類巻雅彦君） 議員提出議案
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第９号について、提案理由を御説明申し上げ

ます。

市民の意見を反映した議員活動の活性化、

市民に開かれた議会の構築及び効率的で効果

的な議会運営を図ることを目的に、議会にお

ける各種活動について調査・研究し、議会改

革を進めていくため、特別委員会の設置を提

案するものであります。

なお、詳細につきましては、議案書に記載

のとおりであります。

以上、議員各位の御賛同をよろしくお願い

いたします。

○議長（小比類巻正規君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議にしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

め、委員会付託を省略します。

これより、質疑を行いますが、通告があり

ませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第９号は、原案のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、議員提出議案第９号議会改革特別

委員会の設置については、可決と決しまし

た。

─────────────────

◎日程第２６ 特別委員会委員の選

任

○議長（小比類巻正規君） 日程第２６ 特

別委員会委員の選任を行います。

ただいま設置されました議会改革特別委員

会の委員の選任については、委員会条例第８

条第１項の規定により、お手元に配付してお

ります議会改革特別委員会委員一覧表のとお

り指名します。

なお、ただいま選任されました方々は、次

の休憩中に、第２会議室において委員会を開

催し、正副委員長の互選を行うよう、本席か

ら口頭をもって委員会を招集します。

この際、委員会開催のため、暫時休憩しま

す。

午前１０時１５分 休憩

────────────────

午前１０時２７分 再開

○議長（小比類巻正規君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

この際、御報告いたします。

先ほど設置されました議会改革特別委員会

の正副委員長の互選の結果、委員長、小比類

巻雅彦委員。副委員長、春日洋子委員と決し

た旨の報告がありました。

─────────────────

◎日程第２７ 基地対策特別委員会

中間報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第２７ 基

地対策特別委員会中間報告を議題といたしま

す。

堀光雄委員長。

○１１番（堀 光雄君） 基地対策特別委員

会中間報告。

本委員会において審査中の事件について、

会議規則第４５条第２項の規定に基づき、中

間報告をいたします。

第３回定例会でも報告したように、本委員

会では、７月に三沢基地周辺対策に関する要

望１０項目を国等へ要望したところでありま

すが、その結果を踏まえ、１０月１４日に会

議を開催し、今後の要望活動について協議を

行いました。

会議では、より効果が期待できるよう、項

目を絞って再度要望するべきとの結論に達し

たことから、第二滑走路の早期着工につい

て、住宅防音工事に係る制度等の是正につい

て、地域の実情に応じた移転措置について、

再編交付金の交付期間の延長についての４項

目を重点事項とし、再度、東北防衛局、防衛
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省、県選出国会議員に対して、要望活動を実

施することといたしました。

また、会議終了後には、米軍三沢基地に直

接出向き、第二滑走路の早期着工について要

望してまいりました。

その際、米軍としても滑走路が２本あるこ

とが望ましいと思っていることや、第二滑走

路整備の可能性について調査を行い、現在

は、在日米軍と日本政府との間で協議してい

ることなどの回答をいただいたところであり

ます。

さらに、１１月１４日には東北防衛局と県

選出国会議員を、１５日には防衛省を訪れ、

さきに決定した重点事項の４項目について要

望活動を実施いたしました。

国からは、第二滑走路については、米軍の

調査結果や意向を踏まえ、対応していきたい

と考えているとの回答があったほか、できる

限り予算を確保し、住宅防音工事の促進に努

めることや、法に基づく移転措置は難しい

が、三沢市の置かれている状況を理解し、何

らかの対応をしていかなければならないと考

えているとの回答がありました。

また、再編交付金については、財務当局と

折衝中であり、来年の国会審議に向けて努力

していきたいとのことでありました。

このように若干の前進は見られるものの、

まだまだ私どもの望む回答が得られていない

ことから、今後もそれぞれの課題の早期実現

に向けて、粘り強く活動を継続していかなけ

ればならないものと考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第２８ 定住化促進対策特別

委員会中間報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第２８ 定

住化促進対策特別委員会中間報告を議題とし

ます。

澤口正義委員長。

○７番（澤口正義君） 本委員会において審

査中の事件について、三沢市市議会会議規則

第４５条第２項の規定に基づき、中間報告を

いたします。

本委員会では、今後の三沢市における定住

化促進の参考とするため、去る１１月７日か

ら９日までの３日間、北海道砂川市及び岩見

沢市を訪問し、先進地視察を実施してまいり

ました。

まず、砂川市では、これまでも周辺での鉱

山閉鎖や地元企業の規模縮小などにより人口

が減少しており、今後も著しい人口減少が予

想されていることから、さまざまな移住・定

住化対策を講じているとのことでした。

中でも、砂川市土地開発公社による宅地分

譲については、宅地分譲による人口の増加

と、その経済効果を期待し、土地の取得価格

に整備費を加算した金額での分譲ではなく、

当該経費の約半額での宅地分譲をしており、

その差額については、一般会計から補塡する

という方策をとっておりました。

また、周辺自治体間での人口の流動だけで

は、長い目で見た場合に、抜本的な人口増加

とならないため、首都圏における移住相談会

の実施や、利用しなくなった教員住宅などを

活用し、一定期間の生活をしていただく、お

試し暮らしの実施など、定住化に向けたさま

ざまな取り組みが実施されておりました。

また、岩見沢市においては、地方創生推進
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交付金を活用し、ＩＣＴや農業の強みを活用

した産業活性化による安定した雇用の創出、

住宅取得支援やお試し居住、空き家・空き店

舗利活用などによる移住の促進、保育料の軽

減や子育て支援、出会いの場の創出よる結

婚、出産、子育てに対する支援など、幅広い

定住化対策が進められておりました。

また、岩見沢市においても、首都圏におけ

る移住相談会を実施し、興味のある方に対し

ては、お試し居住による移住の一時体験をし

ていただくとともに、住宅支援事業や空き家

の活用、マイホーム借り上げ制度など、住環

境に対する支援や、ＩＣＴ化や企業と農業の

マッチングによる産業の強み、空き店舗の活

用などによる雇用環境の充実、また、子育て

支援などの特色を説明し、移住者獲得のた

め、一連の流れをつくって、その対策を講じ

ているとのことでありました。

本委員会としては、これら先進事例を参考

としつつ、三沢市の実情をさらに調査し、設

置目的である三沢市への移住・定住、交流人

口の増加を図るため、取り組んでまいりたい

と考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、定住化促進対策特別委員会の

中間報告とさせていただきます。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、定住化促進対策特別委員会につい

ては、引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第２９ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第２９ 総

務文教常任委員会所管事務調査報告を議題と

いたします。

佐々木卓也委員長。

○３番（佐々木卓也君） 最初に、９月２８

日に開催いたしました総務文教常任委員会所

管事務調査の内容につきまして、御報告申し

上げます。

調査事項は、市内中学校教諭の交通違反に

ついてであります。

生徒を教育、指導する立場である教諭によ

る交通違反について、その概要や市教育委員

会としての対応及び今後の再発防止策等につ

いて調査し、特に、再発防止対策として、教

職員の服務規律の徹底に向けて、職員会議や

研修等を通じて、改めて指導の徹底を図るこ

とや、定期的に服務規律の確保について指導

することなどの説明がありました。

また、教職員の心身の健康保持増進のため

に、教職員がコミュニケーションを積極的に

図れる職場づくりやメンタルヘルス対策の整

備・充実に努めるなどの説明がありました。

当委員会として、再発防止に取り組むこと

はもとより、未来を担う子供たちが健やかに

育ち、学べる教育環境の構築、そして信頼さ

れる学校づくりに向けて、一層努めていただ

くよう強く要望いたしました。

次に、１１月３０日に開催いたしました総

務文教常任委員会所管事務調査の内容につき

まして御報告申し上げます。

今回は、三沢空港利用の現状及び利用率向

上の取り組みについて及び三沢市公共施設等

総合管理計画についての２案件を調査いたし

ました。

まず、１件目の三沢空港利用の現状及び利

用率向上の取り組みについてでありますが、

三沢空港のさらなる活性化、利用率向上につ

なげるべく調査を行ったところであり、執行

部の説明によると、平成２８年度の１０月末

時点での搭乗者数は、夏期の滑走路工事に伴

う運休により、前年同期比で１万３,５３９
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人減の１３万８,５５０人。座席数に対する

利用率は７１.０％となっていることや、来

年度の滑走路工事に伴い、平成２９年５月１

１日から７月４日までの５５日間運休となる

見込みであり、平成２８年の同時期の搭乗者

数実績をもとに試算すると３万９,２３４人

が影響を受けること。滑走路工事は、来年で

全て終了予定であることが報告されました。

また、平成２７年４月から無料化が開始さ

れた三沢空港第１駐車場の利用状況は、平成

２７年度合計で５万２,９５９台。平成２８

年度は、１０月までの合計で３万３,８５６

台で、三沢空港の利用者の増にもつながって

いること。第２駐車場は、平日で２０から３

０台、大型連休時は５０台以上利用されてい

ることなどもあわせて説明がありました。

そして、三沢空港利用率向上に係る取り組

みとして、青森県やＪＡＬ本社などへの要望

活動の実施や、旅行商品造成支援やプロモー

ション活動、２次交通運行支援などの利用促

進活動について説明がありました。

委員からは、ダイヤ設定など、利用者の利

便性向上や東京便の４便体制の復活、新規路

線の開拓などの航空ネットワークの拡大によ

り、地域経済の活性化等に寄与する空港を目

指すとともに、滑走路工事の事前周知の徹底

などにより、利用者の空港放れを引き起こさ

ないことなどの意見が出されました。

次に、２件目の三沢市公共施設等総合管理

計画についてでありますが、現在、地方公共

団体においては、厳しい財政状況や人口減少

等を背景に、公共施設等の老朽化対策に伴う

公共施設のあり方の見直しが喫緊の課題と

なっており、平成２６年度には国から、地域

の実情に応じた公共施設等総合管理計画の策

定について要請がなされたところであり、当

市においても、今後、公共施設等の維持・補

修、大規模改修や建てかえが同時期に集中す

ることが懸念されている中、公共施設等総合

管理計画の現段階での策定状況及び今後のス

ケジュール等について調査いたしました。

執行部からは、現時点における計画の素案

をもとに、当計画の計画期間を平成２９年度

から３０年間とすることや、二つの基本方

針、総量及び配置の適正化と維持管理の適正

化により、今後３０年間で見込まれる維持・

更新費用１,３７１億円について、過去の工

事費実績を超え、財源不足が見込まれる５３

１億円の削減を目標に掲げること。

計画策定のスケジュールとして、１２月に

市民からのパブリックコメントを実施し、行

政経営会議などを経て、平成２９年３月に計

画の策定を完了し、平成２９年度から個別の

施設計画を策定していくことなどの説明があ

り、委員からは、公共施設の広域的な利用に

係る取り組みの推進や具体的な個別計画の策

定等について、スピード感を持ち、市民との

情報共有、合意形成を図りながら、推進する

ことなどの意見が出されました。

今後も当委員会の所管する事務事業につい

て、十分チェックしながら、よりよい市政運

営に資するべく活動してまいりたいと考えて

おります。

以上、総務文教常任委員会所管事務調査と

いたします。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第３０ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第３０ 産

業建設常任委員会所管事務調査報告を議題と

します。

西村盛男委員長。

○９番（西村盛男君） 去る１２月７日に開

催いたしました産業建設常任委員会の所管事

務調査について、その概要を御報告申し上げ

ます。

今回は、三沢駅前広場整備事業についての



― 68 ―

１件に加え、報告事項として、都市計画道路

３・４・４号春日台十和田線整備事業につい

て及び高病原性鳥インフルエンザに関する報

告についての計３件を調査いたしました。

はじめに、三沢駅前広場整備事業について

でありますが、交通ターミナル部分につきま

しては、車両、歩行者の安全性及び利便性向

上を図るため、バスターミナル、タクシー乗

降所、歩行者通路等が計画されているほか、

駅前県道の交通混雑を緩和するために、変則

交差点の解消も計画されていること。

また、複合施設部分につきましては、学

生、地域の方、障害を持つ方、外国人等さま

ざまな利用形態に対応できるよう、バス発券

所、飲食、待合スペース、観光案内所、地場

産品照会スペース等を整備予定とのことであ

りました。

今後のスケジュールといたしましては、本

年度から平成３０年度までに用地買収等を行

い、交通ターミナル及び複合施設、ともに平

成２９年度を整備工事開始年度とし、平成３

１年度中の完成を目指しているが、今後、資

材高騰などの影響も懸念されているとの説明

がありました。

委員からは、地域の方々やさまざまな利用

者のことを第一に考えて整備を進めてほしい

などの意見が出され、執行部からは、地域の

方々からの要望をできるだけ形にしながら、

コンビニエンスストアも出店予定であること

などの回答がありました。

次に、報告事項である都市計画道路３・

４・４号春日台十和田線整備事業についてで

ありますが、執行部の説明では、当該整備事

業は、今年度内完成を目指して事業を進めて

きたが、事業区内に所在する多数権利者共有

地について、６００名を超える全ての権利者

と用地買収の契約を締結することが困難なこ

とから、現在、土地収用法による共有地取得

の手続を進めているとのことでした。

しかしながら、共有地取得に関する事務手

続に不測の時間を要していることから、当初

予定していた本年度内の完成が困難な状況と

なり、予定として、平成２９年１２月末に工

事完了となる旨の報告がありました。

次に、報告事項の２件目、高病原性鳥イン

フルエンザに関する報告についてであります

が、執行部からは、先般１１月２８日に青森

市で高病原性鳥インフルエンザが確認された

ことを受け、当市におけるこれまでの対応と

して、三沢市内及び周辺市町村で鳥インフル

エンザが確認された場合の各課の対応を確認

するとともに、市ホームページ及びマックテ

レビ等を通じて、市民へ死亡鳥発見時の各種

対応について周知したとのことでありまし

た。

また、今後の対応としまして、引き続き市

民への注意喚起を行いながら、万が一、市内

または周辺市町村で鳥インフルエンザが発生

した場合には、三沢市高病原性鳥インフルエ

ンザ等防疫計画に基づき、対策本部を設置

し、県及び関係団体と連携のもと、防疫活動

を実施することで、地域住民の不安解消に努

めるとの説明がありました。

今回の案件は、いずれも当市における重要

課題でありますことから、今後も引き続きそ

の動向を注視し、調査・助言をしてまいりた

いと考えております。

以上、産業建設常任委員会の所管事務調査

報告とさせていただきます。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第３１ 民生常任委員会所管

事務調査報告

○議長（小比類巻正規君） 日程第３１ 民

生常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

瀬崎雅弘委員長。

○６番（瀬崎雅弘君） 去る１２月１日に開
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催いたしました民生常任委員会所管事務調査

の内容について御報告申し上げます。

今回の会議では、福祉部に関する高齢者福

祉及び障害者福祉の２件について所管事務調

査を行いました。

はじめに、高齢者福祉の現状等について調

査を行いました。

三沢市の６５歳以上の高齢者の人口は９,

６６９人となっており、高齢化率は２３.１

９％となっております。この数値は県内４０

市町村の中で最も低い数値であり、全国平均

の高齢化率２６.７％よりも低くなっており

ますが、今後の高齢化の進展により、この数

値は上がることが予測されます。

それに対する対策として、実態把握調査事

業や介護用品支給事業、高齢者除雪・生活支

援サービス事業などを実施しているほか、認

知症対策として、ＳＯＳネットワーク安心

ネットや認知症サポーター養成講座に加え、

本年１１月からは、認知症地域支援推進員を

配置し、さらには、１２月からは、看護師、

保健師、社会福祉士等による認知症初期集中

支援チームを設置させ、認知症の早期診断、

早期対応を促進することとしております。

委員からは、認知症の見きわめが非常に厳

しく、今後もふえていくと思われるので、認

知症の早期発見に取り組んでいくことが大事

であるとの意見や、各種施設に待機者がいる

ので、その解消に努めてほしいとの意見が出

されました。

それに対し、今までは認知症になった人の

対策がほとんどであったが、これからは、重

度化しないよう早期診断、早期対応を主に動

いていくこととしている。

また、待機者の解消については、介護保険

事業計画に基づき、平成２９年度に地域密着

型介護老人福祉施設、１施設を整備し、待機

者の解消に努めたいとの回答がありました。

次に、障害者福祉の現状等について調査を

行いました。

三沢市の障害者の現状でありますが、平成

２８年１０月１日現在で、身体障害者手帳保

持者が１,３４８人、知的障害者愛護手帳保

持者が３１４人、精神障害者保健福祉手帳保

持者が２６９人となっており、知的障害者の

うち、施設へ入所している方が４７名、通所

している方が６０名となっております。

障害者の就労状況については、平成２８年

１０月１日現在で、雇用契約に基づき、就労

の機会を提供する就労継続支援Ａ型が２２

人、雇用契約を結ばずに、就労の機会を提供

する就労継続支援Ｂ型が９４人となっており

ます。

また、当市の障害者の福祉施策としては、

手話奉仕員養成講座や日常生活用具の支給等

を行っております。

委員からは、手話奉仕員養成講座につい

て、現在は、入門編と基礎編に分け、２カ年

で行っているのが、通年で実施したほうが、

より効果があるのではないかとの意見に対

し、講座の回数は決まっているが、開催が可

能か検討してみたいとの回答がありました。

本委員会としては、今後ますます福祉の充

実が求められますので、住民ニーズをしっか

りと把握し、的確に対応されることを望むも

のであります。今回は、福祉部に関する調査

を行いましたが、今後においても市民の生活

向上、安心・安全な暮らしの確保を第一に必

要な調査を行い、意見・提言してまいりたい

と考えております。

以上、民生常任委員会の所管事務調査報告

といたします。

○議長（小比類巻正規君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） ないようですの

で、質疑を終結します。

民生常任委員会の所管事務調査について

は、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第３２ 議員の派遣について

○議長（小比類巻正規君） 日程第３２ 議

員の派遣についてを議題とします。

詳細につきましては、印刷してお手元に配



― 70 ―

付したとおりです。

お諮りします。

地方自治法第１００条第１３項及び三沢市

議会会議規則第１６０条の規定により、別紙

のとおり議員を派遣することに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻正規君） 御異議なしと認

めます。

よって、別紙のとおり議員を派遣すること

に決しました。

─────────────────

○議長（小比類巻正規君） 以上で、本定例

会に付議された事件は全て議了いたしまし

た。

─────────────────

◎市長挨拶

○議長（小比類巻正規君） ここで、市長よ

り発言の申し出がありますので、この際、発

言を許します。

市長。

○市長（種市一正君） 平成２８年三沢市議

会第４回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得まして、一言御挨拶申し上げます。

今定例会は、去る１２月５日に開会され、

本日まで１１日間にわたり、平成２８年度三

沢市一般会計補正予算及び特別会計等補正予

算をはじめ、行政運営上必要な条例の制定

等、２４の議案について慎重なる御審議を賜

り、それぞれ原案どおり御議決、御承認、御

同意を賜りました。まことに感謝にたえない

ところであります。

御議決賜りました各議案の執行に当たりま

しては、御審議の過程におきまして議員各位

から賜りました御意見、御提言等を十分に尊

重し、最善の効果をおさめるよう努力を傾注

してまいりますので、何とぞ一層の御支援、

御協力をお願い申し上げます。

さて、ことしも残すところあとわずかとな

りましたが、特に緊急な案件のない限り、本

定例会がおさめの議会になろうかと思いま

す。議員各位におかれましては、年の瀬が押

し迫り何かと御多忙のこととは存じますが、

御自愛の上、よい新年をお迎えくださいます

よう祈念申し上げまして、閉会の御挨拶とさ

せいただきます。

ありがとうございました。

─────────────────

○議長（小比類巻正規君） これをもちまし

て、平成２８年三沢市議会第４回定例会を閉

会いたします。

午前１０時５７分 閉会


